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現代論理学と論理結合子
一 ファジー理論との対比から一 竹内 泉(1)
カトゥッルス 『カルミナ』64とウェルギリウスの 「アリスタエウス物語」
上野 由貴(19)
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2016年度哲学教室関係記事
授 業 題 目
(歯は非常勤講師)
教養 ・外国語授業題目
哲 学A
哲 学B
倫理学A
倫理学B
論理学A・B
心 の 哲 学
科 学 哲 学
自然と文明の哲学
石川 求
木田 直人
木田 直人
*永野 潤
松阪 陽一
歯金澤 修
岡本 賢吾
千代島 雅
技術と倫理
環境と生命の倫理
西洋古典学A
ギリシア
ギリシア
ラ テ ン
ラ テ ン
???
???
?
?
?
?
?
?
?
基礎ゼミナール
千代島
虎金澤
小池
歯金澤
小池
★河島
★吉川
木田
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
学部授業題 目
(講義)
古代中世哲学史1・II
近 世 哲 学 史1
近 世 哲 学 史II
(演習)
哲学基礎演習(英 米)
哲学基礎演習(独 仏)
*伊藤 雅巳
木田 直人
石川 求
日本倫理思想史
美 学
西洋古典学概説1
R.」.Fogelin,Mittgenstein
ドイ ツ 語 基 本 文 献 購 読
★徳重 公美
★伊藤 直樹
小池 登
松阪 陽一
石川 求
学部 ・大学院共通授業題目
(特殊講義)
論理学中級
論理学中級
アリス トテレスの目的論的自然観
古代キリス ト教の歴史的 ・思想的系譜
近代国家論の再検討
ルソーの政治哲学とその批判
カントとニーチェの哲学
フッサールの哲学
サル トルの哲学とその現代的意義
20世紀フランス現象学における自他関係
情報と様相の論理と哲学への入門
統計学の哲学
健康,食,環 境などに関する身近な問題の哲学的考察
松阪 陽一
岡本 賢吾
士濱岡 剛
霊上村 直樹
★伊藤 貴雄
★高橋 若木
衷近堂 秀
★上田圭委子
雲永野 潤
★佐藤 香織
岡本 賢吾
★大塚 淳
千代島 雅
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(哲学 ・倫 理 学 演 習)
Epicurus
Malebranche,7㍗α舵4ε 吻07α1ε,Traite'del'amourdeDieu
Leibniz,Discoursdeme'taワhソsigue
Condillac,Traite'dessensations
Kant,KritikderpraktischenVernunft
Hegel,PVissenschaftderLogik
Nietzsche,AlsosprachZarathustra
Wittgenstein,PhilosophischeUntersuchungen
RuthMillikan,"TruthRules,Hoverflies,andtheKripke-WittgensteinParadox"
CharlesTravis,``TheProposition'sProgress"
研 究 発 表 と討 論
(西洋 古 典 学 演 習)
Plato,Phaedrus〈ギ リ シ ア 語 散 文>
Euripides,Supρlices〈ギ リ シ ア 語 韻 文>
Plinius,Epistulae〈ラ テ ン 語 散 文>
Lucretius,DeRerum/>atura〈ラ テ ン 語 韻 文 〉
*金子 善彦
木田 直人
木田 直人
木田 直人
石川 求
石川 求
千代島 雅
岡本 賢吾
松阪 陽一
*渡辺 大地
岡本 賢吾
*安西 眞
小池 登
小池 登
*吉田俊一郎
大学院授業題目
近世哲学研究 修士課程 ・博士課程在学者への論文作成指導
近世哲学研究 修士課程 ・博士課程在学者への論文作成指導
現代哲学研究 修士課程 ・博士課程在学者への論文作成指導
西洋古典学研究法 修士課程 ・博士課程在学者への論文作成指導
博士論文指導 博士課程在学者への論文作成指導
石川 求
木田 直人
岡本/松阪
小池 登
博士課程指導教員
論文題目(2015年度)
卒業論文
ドネランを救う
一 クリプキに抗 して一 浅利みなと
『プロタゴラス』,『ニコマコス倫理学』における快楽主義への結びつき 内山裕太郎
副詞と挿入句
一 日英語間の比較を交えて一
プラトン 『プロタゴラス』篇における快楽主義論をどう読むか
美の化身として理想化されたキュンティア
ー 幻想とその崩壊一
自己犠牲と美 しさ(『ニコマコス倫理学』参照)
自己とは主観で捉えるものであるか
プラトン 『メノン』(徳について)に おけるメノンの変化
越後島瑠子
倉富 綾
寺田 佳代
福岡 修
藤本 稀恵
増井 治夫
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修士論文
バウムガルテン 『美学』における 「外延的明晰性」の概念について
値評価としての計算 その論理的分析と哲学的基礎
一 型自由ラムダ計算の体系に則して一
述語論理と様相論理のモデル論的分析と哲学的基礎
太田穂菜美
笹本 もも
高橋 優仁
「具 現 化 され た 認 知(Embodiedcogni七ion)」か ら 自然 言 語 の 意 味 を考 え る
一Gardenfors・Tomaselloの所 説 を手 掛 か りに一 森 悠 貴
学科消息
2017年4月に,栗原裕次氏が教授に着任 します.
52 哲学誌59号
2016年度学会記事
第59回 東京都立 大学 哲学会総会 及び第40回 研 究発表大会
2016年7月9日
第59回総会
例年通り,前年度の事業報告が行われ,今 年度の事業計画が議せられました.
栗原裕次氏に代わり,運営委員に大芝芳弘氏が就任することが報告されました.
第40回研究発表大会
今回は下記の研究発表が行われました(13時30分～16時45分).
行為の哲学の論理 笹本 もも
初期ウィトゲンシュタインの単純対象をめぐる議論と写像理論 浅野 将秀
活動する理性
一 カント批判哲学における 「生」一 山蔦 真之
アイスキュロス 『ペルサイ』93-101行について 小池 登
総会 ・研究発表大会の後,懇 親会が催されました.卒 業生など約40名の方々が
参加されて盛況のうちに閉会しました.
神崎 繁先生を偲ぶ会
2017年3月19日
2016年10月20日に亡 くなられた神崎繁先生を偲び,ギ リシャ哲学セ ミナー,
教父研究会と共催で,「神崎 繁先生を偲ぶ会」を開催いたしました.
第一部では,次の発表が行われました(本学会からは,木 本周平氏が発表しまし
た).
神崎さんと,『ニコマコス倫理学』第5巻 のことなど
違和と不在の顕在化に向けて
一 主に中世哲学に関わる神崎さんのお仕事をめぐって一
「自然誌的判断」論の継承に向けて:「生の形式」と魂への態度
渡辺 邦夫
土橋 茂樹
木本 周平
第二部では,食事会が催されました.約50名の方々が参加され,神崎先生を偲び,
その業績やお人柄などについて語 り合いました.
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言卜 報
本学会会員であ り,東京都立大学名誉教授であられた大村晴雄先生が,2016年
4月7日 に,お亡 くなりになりました(享年105).
本学会会員であ り,首都大学東京名誉教授でもあられた神崎繁先生(専 修大学教
授)が,2016年10月20日に,お亡 くなりになりました(享年63).
慎んでご冥福をお祈 り申し上げます.
会 員出版物 の紹介
以下に記載 させていただいたのは,本誌編集委員が把握できた限りの ものです
(会員である著者 ・訳者名50音順).
エルンス ト・トゥーゲントハット,ウルズラ ・ヴォルフ著,鈴 木崇夫,石 川 求訳
『論理哲学入門』ちくま学芸文庫,2016年
栗原 裕次著
『プラトンの公と私』知泉書館,2016年
アリストテレス著,永 井龍男ほか訳
『アリス トテレス全集10動 物論三篇』岩波書店,2016年
アリス トテレス著,野 津 悌ほか訳
『アリス トテレス全集18弁 論術 ・アレクサンドロス宛の弁論術 ・詩学』岩
波書店,2017年
平井靖史ほか編著
『ベルクソン 『物質と記憶』 を解剖する 現代知覚理論,時 間論,心 の哲学
との接続』書騨心水,2016年
会員の皆様の研究業績に関する情報を集めております.と くに,研 究書を出版さ
れた方はご一報下さい.
東京都立大学哲学会研究助成の対象者 につ いて
第4回(2016年度)東 京都立大学哲学会研究助成は,申 請がなかったため,採
用はあ りませんで した.
本号掲載論文について
本誌掲載論文は,会員の公募論文から厳正な審査を経て選ばれたものです,な お,
上野由貴氏の論文は,第3回 研究助成の成果報告を兼ねています.
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『哲学誌』第60号掲載論文投稿規定
下記の通 り 『哲学誌』第60号の原稿を募集いたします.ふ るってご応募下さい.
1.テーマ
限定 しません(た だし,オ リジナル論文に限 ります).
2.長さ
[和文の場合]24,000字(400字詰原稿用紙に換算 して60枚)以 内
(注・文献表を含む)
[欧文の場合]12,000語以内
3.体裁
・正 ・副計3部 提出して下さい.
欧文タイ トルを添えて下さい.
・採用が決定 した場合,あ らためて電子テキストを提出していただきます.
4.提出場所
192・0397八王子市南大沢1-1
首都大学東京哲学事務室内
東京都立大学哲学会事務局
(TELO42・677-20681EAXO42-677-2073)
5.提出期限
2017年10月2日(月)午後5時 必着(厳 守)
第5回東京都立大学哲学会研究助成公募
第5回 東 京 都 立 大 学 哲 学 会 研 究 助 成 の希 望 者 を募 集 い た します.
募 集 期 間 は,2017年7月20日 か ら8月20日 ま で で す。
この研 究助 成 制 度の 趣 旨や 応 募 資格 な どにつ きま して は,本学 会HP(http:〃www.
comp.tmu.ac.jp/philosophy/tetsugakukailtetsugakukai.htm1)をご覧 下 さい.
希 望 者 は,本 学 会HPよ り申請 書 を ダ ウ ンロ ー ドし,必 要 事 項 を記 入 の 上,学 会
事 務 局 まで 郵 便 ない し電 子 メー ル(ph-so@tmu.acjp)でお送 り下 さ い(郵 送 の 場 合,
当 日消 印 有 効 と します).
編 集 後 記
生を享けた者の定めとはいえ,教 えを受けた先生や共に学んだ仲間がこの世を去
られることは本当につ らいことです.私 たちにできることは,彼 らの築かれたもの
をしっか りと受け継 ぎ,それを発展 させ,さ らにそれを後の人々に託すことだけで
す.本 学会がそのような場のひとつになればと願うばか りです.
本年は研究助成の応募者がありませんでした.私 どもの周知が不十分であったと
反省 してお ります.本 誌にも今年度の応募要領を載せ ましたので,資 格のある方は
是非ご応募 ください.
今回も,査読の先生方から実に有益なご指摘 をいただきました.先 生方のご尽力
で,『哲学誌』の質は間違いな く向上 してお ります.査 読を匿名で行 うという規定
のため,お 名前を挙げることはできませんが,こ の場 を借 りまして,あ らためて御
礼申し上げます.
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東京都立大学哲学会規約
第1条
第2条
第3条
1
2
3
4
第4条
第5条
1
2
3
第6条
1
2
3
第7条
第8条
第9条
第10条
本会は東京都立大学哲学会 と称 し,東京都立大学人文学部哲学科および
首都大学東京都市教養学部哲学教室の関係者,な らびに,本 会が特に承
認する者の任意加入を以て構成される
本会は広義の哲学思想の研究とその普及を計ることを目的とする
本会は前条の目的を達成するために以下の事業を行う
毎年数回研究発表会を開く。うち1回 は大会とする
毎年1回 会誌を発行する
他の哲学会 との交流を行 う
哲学に関する著述 ・翻訳を組織的に行いその出版を計る
本会は会員組織 とし,会員は一般会員,名 誉会員からなる
第3条 の事業を行うための機関として総会および委員制度を設ける
年1回 総会を開催する
委員は 委員長1運 営委員 若干名 編集委員 若干名 会計監査2監 事
若干名とし,総会で選出される
委員の任期は2年 とする.ただし再選を妨げない
本会の経費は会費および寄付金によってこれを賄 う
会員は会費を納入するものとする.ただし名誉会員はそのかぎりではない
会費は年額一律4,000円とする.た だし学生は2,000円とする
寄付金は一口10,000円として受け付ける
会員は会誌の配付をうけ本会の行う諸種の行事に参加することができる
5年以上の会費未納者は退会 とみなす
本会の事務局は首都大学東京都市教養学部哲学事務室内に置 く
本会規約の改正変更はすべて総会の決議による
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Catullus 64 and the Story of Aristaeus of Virgil UENO Yuki
1 
19
